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国
労
加
入
を

大
胆
に
訴
え
よ
う

本
年
三
月
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
よ
り
松
戸
車
掌

区
と
松
戸
運
転
区
が
綾
瀬
・
我
孫
子
運
輸
区
に
別

れ
、
綾
瀬
運
輸
区
は
常
磐
緩
行
線(

綾
瀬-

取
手

間)

を
担
当
し
、
我
孫
子
運
輸
区
は
常
磐
快
速(

上
野-

取
手
間)

と
成
田
線(

我
孫
子-

成
田
間)

を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
松
戸
電
車
区

(

現
在
は
松
戸
運
転
連
合
分
会)

・
上
野
車
掌
区

連
合
分
会
と
六
〇
年
以
上
続
い
た
歴
史
あ
る
分
会

の
再
編
成
と
上
野
支
部
初
の
運
輸
区
設
立
と
あ
っ

て
前
年
夏
よ
り
交
流
会
や
レ
ク
等
で
顔
合
わ
せ
を

し
、
分
会
結
成
に
向
け
た
打
ち
合
わ
せ
を
開
催
。

そ
の
都
度
、
職
場
集
会
な
ど
開
き
な
が
ら
準
備
を

し
て
き
ま
し
た
。
実
際
に
は
分
会
の
枠
組
み
、
職

種
別
・
職
場
別
の
役
員
構
成
、
新
分
会
の
財
政
立

ち
上
げ
、
今
ま
で
の
旅
行
会
、
互
助
会
な
ど
整
理

す
べ
き
点
を
克
服
し
、
五
月
七
日
分
会
結
成
大
会

を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

組
合
員
数
は
三
一
名
で
し
た
が
当
日
、
四
九

才
の
仲
間
の
国
労
復
帰
が
あ
り
、
車
掌
二
〇
名
、

運
転
士
一
一
名
、
事
務
一
名
、
計
三
二
名
と
上
野

支
部
で
も
規
模
の
大
き
い
分
会
と
な
り
ま
し
た
。

分
会
長
に
就
任
さ
れ
た
関
さ
ん
は
挨
拶
で
「
役
員

も
せ
ず
、
不
平
不
満
ば
か
り
言
っ
て
も
始
ま
ら
な

い
。
自
ら
進
ん
で
頑
張
る
つ
も
り
」と
あ
い
さ
つ
。

新
分
会
規
約
・
方
針
・
予
算
を
承
認
し
ま
し
た
。

分
会
大
会
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で
国
労
加

入
歓
迎
会
を
行
い
、
上
部
機
関
か
ら
お
祝
い
に
駆

け
付
け
て
く
れ
た
エ
リ
ア
本
部
、
地
方
本
部
、
上

野
支
部
か
ら
激
励
を
戴
い
た
。
国
労
復
帰
者
の
決

意
表
明
、
分
会
を
結
成
し
て
初
め
て
の
集
ま
り
の

た
め
車
掌
、
運
転
士
共
に
全
員
自
己
紹
介
し
な
が

ら
歓
談
し
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
を
三
唱
、
団
結
し
て

闘
う
こ
と
を
誓
い
ま
し
た
。

　

分
会
紹
介
に
あ
る
よ
う
に
、
乗
務
員
区
再
編
に

か
ら
ん
だ
五
月
七
日
の
常
磐
運
輸
連
合
分
会
発
足

の
結
成
大
会
と
同
時
に
、
四
九
歳
の
仲
間
が
国
労

に
加
入
。
結
成
大
会
に
続
い
て
歓
迎
会
も
お
こ
な

わ
れ
、
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と
な
っ
た
。

　

結
成
大
会
の
中
で
上
野
支
部
森
委
員
長
か
ら
は

「
最
近
上
野
支
部
で
は
、
去
年
亀
有
駅
斉
藤
さ
ん
、

本
年
四
月
上
野
保
技
セ
四
ッ
倉
さ
ん
が
加
入
。
清

掃
の
プ
ロ
パ
ー
の
方
も
加
入
が
あ
っ
て
、
組
織
拡

大
の
流
れ
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
人
生
を
国
労
と
一
緒
に
や
っ
て
い
く
と
い
う

勇
気
と
決
断
に
支
部
六
〇
〇
名
の
組
合
員
が
勇
気

と
元
気
を
も
ら
っ
た
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
加
入
し
た
方
か
ら
は
「
震
災
の
あ
と
整

理
し
て
い
た
ら
国
労
グ
ッ
ズ
が
あ
っ
た
。（
Ｊ
Ｒ
）

二
五
年
と
い
う
こ
と
で
、
い
い
機
会
だ
と
い
う
こ

と
で
入
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
国
労
バ
ッ
ジ
も
ワ
ッ
ペ
ン
も

あ
り
ま
す
。
他
に
も
国
労
に
帰
り
た
い
人
は
い
る

の
で
し
ょ
う
が
、
な
か
な
か
行
動
に
は
ね
」
な
ど

の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
会
場
を
移
し
て
歓
迎
会
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
中
で
東
京
地
本
鎌
田
委
員
長
か
ら
は
「
東
京

国労東京
野球大会

加
入
歓
迎
会　

相
次
ぎ
開
催

昨
年
ま
で
八
人
の
国
労
鎌
倉
駅
分
会
で
は
、
元

旦
以
降
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
国
労
へ
復
帰
加
入
が
三

人
続
き
一
二
人
と
な
っ
た
。
世
界
の
労
働
者
が
結

び
つ
く
日
の
五
月
一
日
付
け
で
佐
藤
さ
ん
が
国
労

復
帰
加
入
を
果
た
し
、
五
月
一
七
日
に
佐
藤
さ
ん

の
復
帰
加
入
歓
迎
会
を
行
っ
た
。

服
部
分
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
来
賓
あ

い
さ
つ
に
は
大
船
支
部
富
田
副
委
員
長
、
終
了
間

際
に
東
京
地
本
宮
﨑
組
織
部
長
が
駆
け
付
け
、
国

労
組
合
員
証
と
国
労
バ
ッ
ジ
が
本
人
に
手
渡
さ
れ

た
。
主
役
の
佐
藤
さ
ん
は
「
弁
護
士
た
ち
の
国
鉄

闘
争
総
括
の
本
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
の
を
見
て

さ
っ
そ
く
注
文
し
た
。
私
の
残
り
少
な
い
鉄
道
人

生
を
国
労
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

歓
迎
会
の
盛
り
上
が
り
と
興
奮
は
、
そ
の
後

本
人
も
含
め
て
誰
に
聞
い
て
も
、
み
ん
な
が
何
を

語
っ
た
か
な
ど
定
か
な
聞
き
取
り
調
査
が
出
来
な

い
ほ
ど
記
憶
を
飛
ば
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
主
役

の
佐
藤
さ
ん
は
携
帯
電
話
を
忘
れ
た
の
も
気
付
か

な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
二
〇
数
年
に
及
ぶ
「
分
割
・

民
営
化
」
と
言
う
嵐
の
中
で
、
国
労
の
情
報
や
繋

が
り
な
ど
も
滞
り
不
安
だ
け
が
増
す
時
期
も
あ
っ

た
。
国
労
か
ら
離
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
そ
の
時

期
で
あ
っ
た
。
昔
の
仲
間
に
イ
ヤ
ミ
を
言
わ
れ
た

時
期
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
期
も
何
も
言
う
こ
と

な
く
、
今
回
「
戻
っ
て
来
い
」
と
温
か
く
声
を
掛

け
て
く
れ
た
先
輩
も
い
た
と
感
謝
の
言
葉
が
続
い

て
い
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
今
そ
の
体
験
を
語
り
合

え
る
仲
間
が
出
来
た
こ
と
に
喜
び
も
ひ
と
し
お
だ

っ
た
に
違
い
な
い
。
余
韻
は
日
常
会
話
に
も
顔
を

見
せ
る
。
仲
間
が
増
え
る
こ
と
の
喜
び
を
知
っ
て

い
る
分
会
ら
し
く
な
っ
た
。
呑
み
屋
で
も
国
労
の

血
が
か
よ
う
人
に
は
、
も
う
一
度
国
労
に
戻
っ
て

も
ら
お
う
な
ど
と
会
話
を
弾
ま
せ
る
姿
も
出
来
て

き
た
。
対
岸
を
体
験
し
た
仲
間
た
ち
を
含
め
て
、

二
〇
数
年
の
俺
た
ち
の
時
代
を
語
り
合
い
た
い
も

の
で
あ
る
。 

鎌
倉
駅
分
会
も
開催

位
置
と
い
う
の
を
し
っ
か
り
組
合
員
の
皆
さ
ん
と

考
察
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
一
人
一

人
の
思
い
が
届
く
よ
う
な
機
関
運
動
を
今
後
も
進

め
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
た
。

最
後
に
東
京
地
本
鎌
田
委
員
長
か
ら
国
労
バ

ッ
ジ
、
手
帳
、
組
合
員
証
が
手
渡
さ
れ
、「
こ
の

よ
う
な
歓
迎
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
手
帳
は
明
日
か
ら
使
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
な
ど
の
決
意
表
明

が
さ
れ
、
歓
迎
会
は
終
了
し
た
。

連載企画
分会紹介

常
磐
運
輸
連
合

32

分会

地
方
本
部
も
職
場
に
根
付
い
た
組
織
拡
大
を
や
っ

て
い
こ
う
と
意
思
統
一
し
て
い
ま
す
。
今
年
に
入

り
鎌
倉
駅
分
会
の
仲
間
を
皮
切
り
に
し
て
全
国
で

一
五
名
、
う
ち
東
京
地
本
で
九
名
の
拡
大
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
流
れ
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
各
機

関
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
強
化
し
て

ゆ
く
」、
東
日
本
本
部
松
井
書
記
長
か
ら
は
「
私

も
こ
う
い
っ
た
席
に
呼
ば
れ
る
の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
国
労
の
置
か
れ
て
い
る
現
状
・
立
ち

国労東京
法律相談

初回無料・要予約

大井スポーツセンター
予備日　９月20日

１・２回戦

準１・決勝

14時～16時（各30分）

6
13・711・912・1010

8
2
9
6
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当社保険に関するお問い合わせ・各種お手続き

【引受保険会社】
【取りまとめ先】

【募集代理店】アフラック東京第三法人営業部 アベニール株式会社
アベニール株式会社 東京営業所

初めて診断確定されたとき　　　       診断給付金

入院したとき　　　　　　　 　    　  入院給付金

通院したとき　　　　　　　　    　  通院給付金

手術したとき　　　　　　    　   手術治療給付金

プレミアサポート　  　訪問面談サービスと専門医紹介（このサービスは、株式会社法研が提供するサービスです）

AF007-2011-0186 4 月 25 日

（2011 年４月 1 日現在）◆月払保険料（団体取扱）
生きるためのがん保険 DAYS（デイズ）　スタンダードプラン
入院給付金日額 10,000 円　定額タイプ
保険料払込期間：終身（抗がん剤治療特約は１０年更新）

〈抗がん剤治療特約〉の更新後の保険料は更新時の年齢
・保険料率によって決まります。

10,000 円

10,000 円

20万円

20万円

１カ月 10万円

１カ月　5 万円

1 日につき

がんの場合
上皮内新生物の場合

1 日につき

1 回につき

1 回につき放射線治療を受けたとき　 　        放射線治療給付金

抗がん剤治療を受けたとき　

（上皮内新生物は対象外）　　
乳がん・前立腺がんのホルモン療法のとき
（すべての保険期間を通じ通算６００万円まで）

抗がん剤治療を受けた月ごとに

保険期間：終身（抗がん剤治療特約は 10 年更新）
契約年齢：０歳～８０歳スタンダードプラン　　　入院給付金日額 10,000 円の場合

一時金として 100 万円
一時金として　10 万円

◎詳しくは、パンフレット（契約概要）をご覧ください。

「がん」の保障《生きるためのがん保険Days（デイズ）》 「生きる」を創る。

抗がん剤治療給付金

男性
35歳
3,656円

3,734円

5,608円

5,274円 6,864円 9,048円

9,360円 15,190円

45歳 55歳 65歳

女性

電　話
JR電話 ファックス

コールセンター 0120-5555-95 電　話 ファックス03-3437-6810 03-3437-6822 03-3806-9264
054-2548 03-3806-9275

　

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
第
二
四
回
定
期
総

会
が
、
五
月
二
三
日
に
開
催
さ
れ
た
。

総
会
議
長
に
座
光
寺
常
幹
（
自
治
労
）
を
選
出

し
議
事
に
入
っ
た
。
主
催
者
挨
拶
で
長
谷
川
議
長

（
東
交
）
は
大
震
災
以
降
の
多
く
の
行
動
に
感
謝

の
意
を
表
し
、
ま
た
、
原
発
に
触
れ
「
国
内
全
て

の
原
発
が
停
止
し
て
い
る
が
、
事
故
が
起
こ
っ
て

は
い
け
な
い
も
の
は
造
っ
て
は
い
け
な
い
、
核
と

人
類
は
共
存
で
き
な
い
、
ま
た
、
沖
縄
の
基
地
差

別
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
、
復
帰
四
〇
年
経
っ

て
も
基
地
は
減
ら
ず
、
米
軍
に
関
係
す
る
事
件
や

事
故
は
い
ま
だ
に
続
い
て
い
る
、
さ
ら
に
、
危
険

な
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
は
絶
対
認
め
ら
れ
な
い
」

な
ど
と
訴
え
た
。

議
事
は
来
賓
挨
拶
を
受
け
、
事
務
局
長
か
ら

の
経
過
と
決
算
報
告
を
拍
手
で
承
認
し
、
そ
の
後

今
年
度
活
動
方
針
案
が
提
案
さ
れ
た
。
今
年
度
は

沖
縄
の
基
地
問
題
を
始
め
、
歴
史
を
歪
曲
す
る
教

科
書
の
採
択
拡
大
や
原
発
問
題
な
ど
多
く
の
課
題

が
あ
る
。
討
論
で
は
、
東
京
教
組
、
Ｉ
女
性
会
議
、

解
放
同
盟
、
新
運
転
の
発
言
を
受
け
た
。

　

そ
の
後
方
針
と
予
算
を
満
場
一
致
で
承
認
し
、

長
谷
川
議
長

（
東
交
）
本
橋

事
務
局
長
（
自

治
労
東
京
）
を

は
じ
め
、
地
本

鎌
田
委
員
長
を

含
む
常
任
幹

事
、
会
計
監
査

を
選
出
し
定
期

総
会
を
終
了
し

た
。

　

今
年
も
日
比
谷
野
音
に
お
い
て
第
八
三
回
日
比

谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
国
労
組
合
員

を
は
じ
め
、
八
千
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
に
三
・
一
一
大
震
災
の
犠
牲
者
に
黙
と
う

を
行
っ
た
。
実
行
委
員
長
に
就
任
し
て
い
る
国
労

東
京
の
鎌
田
委
員
長
は
、
生
活
第
一
を
掲
げ
な
が
ら

非
正
規
労
働
と
低
賃
金
労
働
者
の
増
大
を
進
め
る

野
田
政
権
を
批
判
。
来
賓
の
福
島
瑞
穂
氏
（
社
民
党

委
員
長
）
は
自
民
党
の
憲
法
改
正
案
や
大
阪
維
新

の
会
の
動
き
は
、
基
本
的
人
権
を
奪
い
、
九
条
を

捨
て
軍
拡
に
進
む
危
険
な
兆
候
と
発
言
。
そ
の
後

郵
政
労
働
者
ユ
ニ
オ
ン
、
福
島
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
原
告
団
な
ど
か
ら
決
意
表
明
を
受
け
た
。

　

集
会
の
あ
と
土
橋
コ
ー
ス
と
鍛
冶
橋
コ
ー
ス
に

分
か
れ
、
霞
が
関
、
新
橋
へ
デ
モ
行
進
を
行
っ
た
。

営
業
協
議
会
が

ホ
ー
ム
ド
ア
検
証

　

四
月
二
五
日
に
、
東
京
地
本
営
業
協
議
会
は
、

実
際
に
乗
務
で
使
用
し
て
い
る
大
崎
運
輸
区
分

会
・
池
袋
運
輸
区
分
会
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
、

今
後
導
入
が
進
む
と
予
想
さ
れ
る
ホ
ー
ム
ド
ア
問

題
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　

一
〇
時
半
に
二
班
に
分
か
れ
、
既
に
ホ
ー
ム
ド

ア
が
導
入
さ
れ
て
い
る
恵
比
寿
駅
と
目
黒
駅
に
集

合
し
た
。
目
黒
駅
班
で
は
、
目
黒
駅
長
の
案
内
を

受
け
、
ホ
ー
ム
や
駅
事
務
室
を
移
動
し
な
が
ら
ホ

ー
ム
ド
ア
の
構
造
や
管
理
す
る
端
末
、
エ
ラ
ー
が

起
き
た
場
合
の
対
処
な
ど
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
渋
谷
駅
へ
移
動
し
、
新
橋
支
部
の
会
議

室
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
佐
藤
議
長
の
あ
い
さ

つ
の
あ
と
、
新
橋
支
部
石
井
書
記
長
か
ら
は
「
二

駅
へ
の
導
入
時
に
は
、
駅
だ
け
の
交
渉
で
終
わ
っ

て
し
ま
っ
た
。
運
車
を
入
れ
て
の
交
渉
が
で
き
な

か
っ
た
。
問
題
点
を
出
し
て
も
ら
っ
て
、
今
後
の

導
入
へ
検
証
し
て
ほ
し
い
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ

っ
た
。

各
分
会
か
ら
の
報
告
で
は
「
イ
タ
ズ
ラ
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
、
空
き
缶
な
ど
が
支
障
し
た
こ
と
も
あ

る
。
す
ぐ
に
取
り
除
け
ば
い
い
が
、
時
間
が
か
か

る
と
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
（
セ
ン
サ
ー
が
作
動
し
て
係

員
が
操
作
し
な
い
と
運
転
再
開
で
き
な
い
シ
ス
テ

ム
）
に
な
り
苦
労
す
る
」「
駅
と
し
て
は
、
ホ
ー

ム
ド
ア
は
乗
務
員
の
対
応
と
し
て
い
る
。
応
援
要

請
が
な
け
れ
ば
行
か
な
い
。
乗
務
員
が
安
全
確
認

す
れ
ば
、
駅
が
判
断
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
の
で

は
」「
ホ
ー
ム
ド
ア
は
駅
の
設
備
で
、
駅
が
安
全

確
認
と
言
わ
れ
た
」「
電
車
の
停
車
位
置
が
ズ
レ

た
と
き
に
、
運
転
士
が
ぴ
っ
た
り
の
位
置
に
動
か

す
の
が
難
し
い
」「
荷
物
が
挟
ま
っ
た
時
に
も
電

車
は
発
車
で
き
な
い
。
ド
ア
は
開
け
ら
れ
な
い
。

六
〇
秒
の
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
待
ち
が
長
い
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
報
告
や
意
見
が
出
さ
れ
た
。

最
後
に
佐
藤
議
長
か
ら
「
駅
長
が
説
明
に
き
て

く
れ
て
た
。
安
全
対
策
に
労
使
の
区
別
は
な
い
。

責
任
の
所
在
が
あ
い
ま
い
。
故
障
時
に
乗
務
員
が

行
っ
て
、
駅
員
が
行
か
な
い
の
は
何
故
と
思
う
だ

ろ
う
。
今
後
導
入
駅
が
増
え
る
と
、
混
雑
駅
で
は

大
変
だ
と
思
う
。
故
障
は
レ
ア
ケ
ー
ス
と
言
う
が

そ
こ
が
大
事
だ
と
思
う
。
対
応
で
き
る
人
が
い
つ

も
い
る
と
い
う
態
勢
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
」

な
ど
の
ま
と
め
が
あ
り
交
流
会
を
終
了
し
た
。

東
京
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
総
会
開
催

メ
ー
デ
ー

８０００
人
結集


